
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

× 3 2
中間目標値を5,000m3下回っており、最終目標値まで5,400m3の素材生産量増加が必要なことから目標
達成が厳しい状況である。

H27 9,700m3 H30 4,700m3 10,100m3 R2

有りの場合その具体的内容

　　 地域再生計画の見直し  (　　有　・　　無     )

     令和２年度予算要望額への反映　(　有　・　　無  ) 早期発注に努めるとともに２工区体制（赤谷工区及び大木屋工区）で整備を推進する。
【評価結果の反映】
当初予定していたR2年度の事業費１３０，０００千円→反映後の事業費２００，０００千円[７０，０００千円（うち交付金３５，０００千円）の増]　　 有りの場合の増減額　　　　　　　　　　70,000千円

林道整備事業（整備延長） 2,500m

達成状況

指標
総数

達成
数

適正な森林の保全・整備、木材の有効利用を図るため、間伐材の搬出に対する支援を行った。

当初計画に対し、路線延長から見る進捗率は、約78％であり、引き続き計画に則した整備を行う。

事業の進捗状況に関する評価

⑦今後の方針等

④評価方法 鳥取県森林審議会において、最終目標値の実現状況に関する評価・検討等を行う予定。

⑤中間評価の公表方法 鳥取県及び南部町建設課のホームページに掲載予定

⑥計画全体の総合評価
本地域再生計画では、道整備推進交付金を活用した町道整備と林道整備を一体的に実施し、森林区域と林業施設間のアクセスを改善することで、本区域内の豊富な森林資源を計画的に管理することが容易となる。また、アクセス道の整備
を行うことで、林業従事者の就業環境の改善に繋がると考えている。

中間評価結果の反映状況

間伐材搬出等事業
間伐材を市場等へ出荷又は販売した
経費の助成を行う。

計画外で独自に実施し
た事業

森林整備のための地域活動支援事業
森林施業の集約化に必要な森林情報の収集、境界確認等の諸活
動に対しての支援や森林施業の実施の基盤となる既存の作業路
網の改良を行う活動に対して支援を行う。

国土の保全、水源のかん養等森林の有する多面的機能が十分発揮されるよう、森林施業の集約化に必要な森林情報の収集および境界確認等の諸活動に対する支援を行った。

森林環境保全整備事業
面的にまとまって計画的に行う搬出間伐等の森林施業と、これ
と一体となった森林作業道の開設を行う。 林業生産活動等が継続的に実施される仕組みを作り上げることを目指し、森林経営計画の認定を受けた方等に造林、下刈り、除伐、間伐等の森林整備作業の支援を行った。

2,000m 当初計画に対し、路線延長から見る進捗率は、約37％と遅れが伺えた。計画延長を変更し、最終実績見込みの整備を目指していく。
特別措置を適用して行
う事業

町道整備事業（整備延長） 1,100m 860m 1,100m

その他の事業

③事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

計画
中間年度
（R1）

最終実績
見込み

936m

〇 中間目標値は達成できており、最終目標値も達成する見込みである。

②地域再生計画に記載した
数値目標以外の波及効果の
実現状況

指標１

指標２

中間目標値は達成できており、最終目標値も達成する見込みである。

指標３ 所要時間の短縮 14分 H27 14分 H30 14分 10分 R2

①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

指標
基準値 中間目標値

H30

指標２

基準年度 年度 中間実績

森林施業面積の増加指標１ 117ha 112haH27 108ha

中間目標値の実現状況に関する評価
基準年度

最終目標値
中間評価

〇102ha

素材生産量の増加 9,200m3

R2

地域再生計画（地方創生道整備推進交付金）中間評価調書

鳥取県 鳥取県・南部町 南部町まちづくり計画「豊かな森林資源を活かした山村振興」

H28～R2 鳥取県西部総合事務所 日野振興センター 日野振興局 農林業振興課長／南部町　建設課長


